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アイチの 

電磁式積算熱量計 

[口径 20 ～ 40 mm] 冷房専用・冷暖兼用・暖房専用 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            この取扱説明書は、本製品を取り扱われる方に確実に届きますように 

                 お取り計らいください。 

                  設置および保守作業の前に、必ず本書をお読みください。 

                 この取扱説明書は大切に保管してください。 

 
 
 
 
 



 

 

 

この取扱説明書では、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人への危害や財産への損害を未然に防止するためにいろいろ

な絵表示をしています。その表示と意味は、次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。 

 

 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定されることを

表しています。 

 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負う可能性が想定される、および物的損害

のみの発生が想定されることを表しています。 
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このたびは、アイチの電磁式積算熱量計        をお買い上げいた 

だきまして、ありがとうございます。 

  この電磁式積算熱量計は、ご指定の仕様により設定，調整し、出荷していま 

す。配管・結線をしていただくだけで正確な計測を開始しますので、特別な設 

定，調整は必要ありません。 

  また、この電磁式積算熱量計は計量法で規定された特定計量器(体積計量部 

の口径が４０mm 以下)であり、演算部と体積計量部には、製造番号(合番号)が 

付されています。製造番号を合わせてご使用ください。 

 なお、計量法の規則により信号変換部のカバーは開けないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１ はじめに 
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◎体積計量部の信号変換部のケースおよび演算部のケースに、型式などの書かれた 

“シール”が貼ってありますので、下表の“型式コード”により、仕様(型式)を    

ご確認ください。 

 ◎演算部のケースに“基準適合証印シール”が貼ってありますので、有効期間の 

  満了の年月をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型式コード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ２ 仕様の確認 

注  記 
 

設置作業を始める前に、納入しまし
た製品がご指定の仕様，数量である
ことを、今一度ご確認ください。 

体積計量部 

演算部 

当社では、指定製造事業者の取得により、自主検査で合格した基

準適合証印が付された製品を出荷いたします。 

なお、有効期間の満了の年月以内に製品の更新をお願いいたしま

す。 
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注  意 
 

落下禁止 

製品を落下させたり、強い衝撃を与
えないでください。けがをしたり、
製品が壊れる恐れがあります。 

 

◎製品の損傷，機能不良を防止するため、梱包状態のまま保管してください。 

   保管場所は直射日光，雨水，雪などを避け、振動が少なく、通気の良い安定 

した場所を選んでください。 

 

 

 
◎製品の損傷，機能不良を防止するため、なるべく梱包状態のままで設置場 

所まで運搬してください。 

◎梱包を解いて運搬する場合は、演算部および体積計量部を持って運んでく 

ださい。(コードを持って運ばないでください。) 

◎運搬中、計器に強い衝撃を与えないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ３ 保管 

■ ４ 運搬 
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◎本製品は、下記のユニットから構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1)体積計量部 

     熱媒体(冷水，温水)の流量は、電磁流量計(口径 20～40mm)の体積計量部で計量され、一定流量毎に演算部へ流量信号を出力

します。 

(2)演算部 

    体積計量部からの流量信号と、各温度センサーからの温度信号を入力として、マイクロプロセッサーにて演算を行い、液晶

表示器にて熱量の積算値表示を行います。さらにオプションにて、積算熱量のパルス出力(オープンドレイン)または積算熱

量の電文出力が可能です。 

(3)温度センサー 

    送り側と返り側を流れる熱媒体の温度は、それぞれの温度センサーで検出され、温度信号として演算部へ入力されます。送

り側、返り側の温度センサーは、感温筒管(保護管)を介して配管上に設置されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●周囲温度-10～+50℃でご使用ください。 

●直射日光や雨の当たる場所への設置は避けてください。 

●各コードは、体積計量部あるいは演算部の手前でたるませておいてください。 

●体積計量部，演算部，温度センサーの回りに、十分なメンテナンススペースを確保してください。

 

 

 

 

■ ５ 機器概要 
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◎本製品は、屋内専用型です。 

  製品の耐久性向上および機能不良防止のため、設置場所は、屋内で選定して 

    ください。 

  なお、水没の恐れのある場所、電磁ノイズの多い場所、ノイズ電源がある測 

  定流体、腐食性雰囲気は避けてください。 

◎設置後にメンテナンスが可能な場所を選定してください。 

◎天井裏の設置は、避けてください。やむを得ず設置される場合は、点検口を 

設けて、点検口の真上に設置ください。 

◎製品は、落としたり、衝撃を与えたりしないでください。 

 

    また、以下のことをご配慮の上、設置場所の選定を行ってください。 

 

 

(1)体積計量部 

①周囲温度：-10～+50℃、周囲湿度 93％ 

 ＲＨ以下(結露しないこと)の場所を選定 

 してください。 

②体積計量部は、必ず返り側に設置してく 

ださい。 

③施工，点検のために十分なメンテナンス 

スペースを設けてください。 

(周囲 250mm 程度)  

④体積計量部の上流側に５Ｄ以上、下流側 

に２Ｄ以上の直管部を設けてください。 

(Ｄは口径) 

⑤体積計量部の上流側に、Ｙ型ストレーナ 

(４０～５０メッシュ程度)を設けてくだ 

さい。 

⑥蒸気，水，油などのかからない場所を選 

定してください。 

⑦冷房時は体積計量部外面が結露し、下方 

に水滴が落ちることがありますので、必 

ず保温材を巻き付けてください。 

⑧電源周波数と同一およびその整数倍の微 

弱なノイズ電流の影響はほとんど受けま 

せんが、次のような場合流量指示が乱れ 

たりドリフトが生じる恐れがあります。 

 ・非周期的なノイズ電流(例えば、アースリターンテレメーターが近くに設置されている場合など) 

  ・非対称なノイズ電流 

 ・低周波のノイズ電流 

 ・電源周波数と同一(整数倍を含む)があっても著しく歪んだり大きなノイズ電流の場合 

電磁流量計はノイズ電流による影響をアースリングで減少させていますが過大な場合は十分除去できませんので、 

電磁流量計の直前直後の配管を内面塗装なしの金属管に変更など※により電磁流量計管内流体の電位を安定させ、 

ノイズ電流影響の低減をはかってください。 

※なお、金属管に変更以外に特殊アースリングを追加してノイズ電流影響の低減をはかることもできます。 

 特殊アースリングの内容についてはお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

■ ６ 設置上の注意 

注  意 
 

衝撃圧禁止 

衝撃圧(ウォーターハンマー)がかかる配管
系に設置しないでください。製品および接続
部からの水漏れにつながる恐れがあります。 



6 
 

(2)演算部 

    ①周囲温度:-10～+50℃、周囲湿度:93％ 

ＲＨ以下(結露しないこと)の場所を選定 

してください。 

    ②点検，検針のために十分なメンテナンス 

スペースを設けてください。 

(周囲 250mm 程度) 

     ③演算部に衝撃を加えたり、無理な力を加 

えないでください。 

 ④蒸気，水，油などのかからない場所を選 

定してください。 

    ⑤強力な電波，磁界，誘導電圧，スパーク 

ノイズなどの発生源近くに設置しないで 

ください。 

     ⑥電源電圧は、100VAC+10%,-15%、50/60Hz 

    で使用してください。 

    なお、200VAC 電源，動力用電源から変圧 

    した電源およびノイズが重畳した電源で 

の使用はできません。 

 

 

 

(3)送り側，返り側温度センサー 

   ①上流側直近に、配管の合流点を設けないでください。偏流のために測定す 

べき温度と相違し、計測誤差となります。 

   ②温度センサー用感温筒管(保護管)の下流側の近くに、温度計を挿入できる 

温度チェック管を設置してください。(製品のチェックに役立ちます。)  

   ③蒸気，水，油などのかからない場所を選定してください。  

④冷房時は感温筒管(保護管)外面が結露し、下方に水滴が落ちることがあり 

ますので、必ず保温材を巻き付けてください。 

(冷房時に感温筒管(保護管)内へ結露水が溜まる場合は、挿入口を配管の下 

面になるように設置し、温度センサーを下から上に向かって挿入設置してく 

ださい。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

 

■７-１ 配管取り付け 

  水ぬれに注意し、(特にふっ素樹脂ライニングは配管完了まで水にぬらさないでください。)相手フランジ 

の確認とガスケット、体積計量部の偏心などに注意して配管してください。 

 また、体積計量部に衝撃や過度の力を加えないようにしてください。 

 

(1)水ぬれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)相手フランジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ７ 設置作業 
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(3)配管 

  ボルトにスペーサーをはめながら下側２本のボルト 

  を装着してください。 

  やむを得ず信号変換部を持つ場合は、信号変換部下 

  側の２本の固定ネジがしっかり締まっていることを 

  確認するとともに衝撃を与えないように注意してく 

  ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   全部のボルトを軽く締め、ガスケットや体積計量部 

   の心ズレを確認してください。付属のガスケットは 

   体積計量部のガスケット当たり面と同一径ですから、 

   目視で判断できます。 

   体積計量部のズレは対角線上の４方向からスケール 

   などで寸法を計って１ｍｍ以内のズレにしてくださ 

   い。 

 

 

 

 

 

   ズレの確認が終わりましたら、対角線上のナットを 

   順に締めてください。 

   下表は JIS10K フランジの場合の締付トルク参考値 

   です。 

 

 

 

 

 

最小トルク値まで締めて漏れを見てください。漏れが止まらないときは徐々に増締めしてください。 

最大トルク値まで締めても漏れが止まらない時はガスケットやライニングの当たり面を点検してください。 
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(4)アース接続 

  精度の高い計測を確保するため、および内蔵避雷器 

  のサージ電流を逃がすために、必ずアースを取って 

  ください。 

  相手配管が樹脂製の場合は、特に注意してアースを 

  取ってください。 

 

 

 

 

 

 

■７-２ 設置 

(1) 体積計量部 

  ①体積計量部設置前に配管中の砂，シール材，切粉，油分などを除去するよ 

    う、十分洗管(フラッシング)してください。 

  ②取り付け場所は、常に満流であること、固形物が管内に沈殿しないこと、 

   エアーを吸い込まない場所を選んでください。 

  ③配管の流れ方向と、体積計量部の流れ方向矢印とを一致させてください。 

  ④２つの電極を結ぶ線が水平になるように取り付けてください。やむを得ず 

   傾くときは、±１０°以内にしてください。 

 

注)管内の上面には、エアー、下面には沈殿 

  物がたまる場合があります。そのため、 

  管面の上面、下面に流量検出部である電 

  極がありますと、エアーや沈殿物により、 

  計測不良の原因となりますので、２つの 

  電極を結ぶ線が水平となるように、体積 

  計量部を設置する必要があります。 

 

  

 ⑤体積計量部取り付け後、配管に水を張り、水圧をかけた状態で接続部からの 

  水漏れがないかを確認してください。 

 

 

⑥信号変換部は２７０°の範囲で回転します。 

ケーブルを取り出し方向、表示の見やすさを考慮 

して表示部の方向を決めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注  意 
 

信号変換部の回転範囲に注意してください。
無理に回転させると内部の電線などが破損
し、動作不良の恐れがあります。 
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 (2) 演算部 

  ①各コードは、断線防止および水切りのため、たるませてください。また、各コードは直接配管に 

取り付けないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②設置方法 

◎演算部を壁面または木板などに設置する際の方法を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○a セットビス(２カ所)を取り、端子カバーを外し、そ  ○b ダルマ穴に引っ掛けるため、壁面または木板にＭ4 の 

の奥に見える左右２カ所のノック穴を確認します。     ネジを適当な深さまでねじ込みます。ネジの首下にダ 

                                 ルマ穴を引っかけ、ノック穴部に演算部正面側からＭ4 
                                 ネジを入れて固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○c 端子カバーをはめ、セットビス(２カ所)で取り付け 

て完了です。

注  記 
 

加工禁止 

温度センサーコード，流量信号ケー
ブルは、絶対に加工(延長など)を行
わないでください。故障の原因とな
ります。 
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白線        

積算熱量 
電文出力 

 

黒線        赤線 

送り側温度 
センサー        

白線        黒線        赤線 

返り側温度 
センサー        

白線        黒線        赤線  緑線 

体積計量部 

     

(+)  

積算熱量 
パルス出力       

(-)        黒線   (+) 白線        

 (3) 送り側，返り側温度センサー 

   ①送り側，返り側温度センサーコードは、断線防止および水切りのため、たるませてください。 

   ②感温筒管(保護管)内にグリスが注入されているか、ご確認ください。 

   ③温度センサーを感温筒管(保護管)に取り付ける際は、温度センサーを底までしっかり入れた状態で、キャップ 

またはネジの締め付けを充分に行ってください。(送り側，返り側温度センサーを間違えないように注意してく 

ださい。) 

   ④温度センサーが入らなくなりますので、感温筒管(保護管)の入口を変形させないでください。 

   ⑤温度センサーコードを電線管へ通す場合には、引っ張りすぎないように、また被覆を切らないようにしてください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■７-３ 配線 

 

(1)信号線の引き回しは、故障の原因となりますので、磁界，誘導電圧，スパー 

  クノイズなどの発生源を避けてください。やむを得ず近くを引き回すときで 

   も、１ｍ以上離し、鋼製電線管に入れたうえ、その電線管の片側をＤ種接地 

  以上(１００Ω以下)の接地極に落としてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)端子台への接続 

 ①演算部下側のネジを２カ所外すと端子カバーが外せます。 

 ②端子カバーを外すと、演算部の端子台は下図のようになっています。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

③端子台に信号線を接続する際には、上図の通りに極性， 

   線の色を間違えないように、各信号線を１本ずつ結線 

   してください。また、ネジの締め忘れのないよう確実 

   に作業を行ってください。なお、端子接続に使用する 

   工具は、マイナスの精密ドライバー(サイズ：2～3mm) 

    または、小ドライバーが適当です。 

 

 

(電磁流量計) 

(注) パルス出力(オープンドレイン) 
     および電文出力は、オプション 
   発注されたときのみ装備されま 

す。 

注  意 
 

端子間短絡禁止 

端子間を短絡させないでください。製品が壊
れる恐れがあります。 
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 ■７-４ 保温 

  

    冷温水の保温や冷房時の結露対策のため、体積計 

 量部に保温材を巻き付けてください。なお、信号変 

 換部には保温材を巻かないでください。 

  また、感温筒管(保護管)には、正確な温度検出を 

 行うためおよび冷房時の結露対策のために、保温材 

 を巻き付けてください。(温度センサーも保温材で 

 覆ってください。)なお、演算部に熱がこもらない 

ように換気を良くするなど、ご配慮ください。ただ 

し、エアコンの吹出口付近への取り付けは避けてく 

ださい。 

 

 

   急激な温度上昇・下降(熱衝撃と言います)も数多 

く繰り返すと故障につながる恐れがあります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注  意 
 

高温注意 

保温材を巻いていない場合、温水の通水中や通
水直後は高温になっているため、誤って触れる
とヤケドをする恐れがあります。 
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■７-５ 演算部の表示 

演算部の表示内容について以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■７-６ 演算部のエラーメッセージ表示 
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■８-１ 体積計量部 
 

(1) ウォーターハンマーがかからないように通水してください。 

(2) 体積計量部内に、ゴミ，泥，サビなどが流入しないようにご注意ください。 

 (3) 体積計量部の流量範囲を守ってください。 

 

 

■８-２ 演算部 

◎積算熱量計の演算精度保証範囲にご注意ください。 

(1) 温度差の範囲 20℃用 

  熱量積算の精度保証範囲は、温度差 2～20℃の間ですが、空調システムを稼 

  働する際にはより精度よく熱量を計測するために、なるべく温度差が大きい 

 ところで使用するようにしてください。目安として、下図適正温度差範囲を 

 参照してください。また、熱量積算カット領域(0.5℃)をこえて 2℃までの温 

 度差では、熱量積算は行いますが、誤差が大きくなります。このときの熱量 

積算の精度は規定されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 温度差の範囲 80℃用 

  熱量積算の精度保証範囲は、温度差 2～80℃の間ですが、空調システムを稼 

  働する際にはより精度よく熱量を計測するために、なるべく温度差が大きい 

  ところで使用するようにしてください。目安として、下図適正温度差範囲を 

  参照してください。また、熱量積算カット領域(0.5℃)をこえて 2℃までの温 

  度差では、熱量積算は行いますが、誤差が大きくなります。このときの熱量 

  積算の精度は規定されません。 

   

     

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ８ 使用上の注意 
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■８-３ システム設計 

     ◎熱負荷(ファンコイルなど)停止中には、体積計量部に流体を流さないでください。 

 

   空調システムで熱負荷(ファンコイルなど) 

      を停止したときにも流体(冷温水)が流れっ 

ぱなしになるシステムを設計されますと、 

熱負荷(ファンコイルなど)または配管から 

の自然放熱による温度差が発生し電磁式積 

算熱量計が演算することがあります。 

特に広い部屋、あるいは風通しのよい場所 

に設置された熱負荷(ファンコイルなど)や 

長い配管では、自然放熱による温度差の発 

生が大きくなり、「熱負荷を使用していな 

いのに熱量を積算する」というトラブルが 

多く見られます。対策としては、熱負荷(フ 

ァンコイルなど)の停止と共に熱負荷(ファ 

ンコイルなど)並びに体積計量部への流体 

(冷温水)の通水が止まるようにしてくださ 

い。(右図) 
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◎製品は、屋内に設置されましたか？  

 

■９-１ 体積計量部 

 (1) 配管の洗管(フラッシング)は行いましたか？  

 (2) 体積計量部は返り側に取り付けられていますか？また製造番号(合番号) 

      は演算部と合っていますか？ 

 (3) アースは取られていますか？  

 (4) 体積計量部の上流側に５Ｄ以上、下流側に２Ｄ以上の直管部がありますか？ 

 (5) 体積計量部の流れ方向は、配管系の流れ方向に一致していますか？ 

(6) 体積計量部の電極は、水平に取り付けられていますか？ 

 (7) 体積計量部の接続部分から水漏れしていませんか？ 

 (8) 流量は、体積計量部ごとに明示されている使用条件の上限流量以下になるよ 

   うに調節されていますか？  

 (9) 体積計量部から異常音が発生していませんか？ 

 (10) 衝撃圧(ウォーターハンマー)の発生する配管系になっていませんか？ 

 (11) 体積計量部の設置場所近くに、ノイズ源はありませんか？ 

 (12) 周囲温度は-10～+50℃ですか？ 

   周囲湿度は 93％ＲＨ未満(結露しないこと)ですか？ 

 

■９-２ 演算部 

 (1) 演算部への信号線接続位置は正しいですか？接続は確実ですか？また製造 

      番号(合番号)は体積計量部と合っていますか？ 

 (2) 電源電圧は 100VAC ですか、印加する前に今一度確認してください。 

 (3) 演算部の表示は、 ******** (積算熱量表示)になっていますか？ 

 (4) 演算部への各コードがピーンと引っ張られた状態で配線していませんか？ 

   (たるませてありますか？)  
 (5) 演算部の設置場所近くに、ノイズ源はありませんか？ 

 (6) 熱負荷がない状態(ファンコイル停止時)で表示部のパイロットが点滅して 

    (流体が流れて)いませんか？ 

 (7) 他からの水滴が落ちて来ませんか？ 

 (8) 周囲温度は-10～+50℃ですか？ 

   周囲湿度は 93％ＲＨ未満(結露しないこと)ですか？ 

 (9) 演算部が、結露する温度，湿度状態になっていませんか？ 

 

■９-３ 温度センサー部 
(1) 送り側温度センサーは、送り側の配管に取り付けられていますか？ 

   (送り側温度センサーのコード色はアイボリーで送り側ラベルが付いています。) 

   また、返り側温度センサーは、返り側の配管に取り付けられていますか？ 

   (返り側温度センサーのコード色はグレーになっています。) 

  (2) 温度センサーが、感温筒管(保護管)の中で浮いていませんか？ 

   温度センサーコードを軽く引っ張り、次に軽く押してみてください。 

   動かなければＯＫ。 

 (3) 温度センサーコードの結露水あるいは水滴が感温筒管(保護管)の中に流れ 

込む状態になっていませんか？ 

 (4) 感温筒管(保護管)内に結露水や水滴が溜まっていませんか？ 

    また、温度センサーに結露水や水滴が付着していませんか？ 

   温度センサーは防水構造となっていませんので、水分により故障する恐れ 

があります。 

 (5) 温度センサーコードが、ピーンと引っ張られた状態で配線していませんか？ 

   (たるませてありますか？) 

 (6) 温度センサーコードが、ノイズ源と交叉あるいは近接していませんか？ 

 

■ ９ 運転に際しての確認 
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No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 
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◎取り付け現場で点検を行うときの簡易チェックの方法を示します。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異常がある場合は、現地点検または、工場での点検が必要です。 

当社最寄りの支店・営業所にご連絡ください。 

 

 

１０ 故障と思われるときの点検方法 

チェック 

スタート 

体積計量部は 
返り側に取り付け 
られているか 

体積計計量部の 
流れ矢印と流体の流れ方向は

一致しているか 

演算部への 
信号線接続は確実か 

 

表示部(ＬＣＤ) 
が表示しているか 

表示部(ＬＣＤ) 
の表示データに 
異常はないか  

水を流したとき、 
瞬時流量表示(ｄ表示) 
がゼロ以外となるか 

運転状態に合った 
冷房または暖房表示をし、 

熱量積算するか 

終了 

体積計量部を取り付け直す。 

体積計量部を取り付け直す。 

接続を直す。 

電磁式積算熱量計 

を交換する。 

1.水が流れていない。 

2.流量信号ケーブルの接続をチェックする。 

3.電磁式積算熱量計を交換する。 

1.送り側，返り側温度センサーがそれぞれの配管に取り付け 

 られていない。 

2.送り側，返り側温度センサーコードの接続をチェックする。 

 または、送り，返りが逆になっていないかチェックする。 

3.送り側，返り側温度センサーが感温筒管(保護管内)で浮いている。 
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  冷温水の供給熱量は、次の式によって表されます。 

 

                    

    Ｑ：供給熱量 (ＭＪ)           Ｋ：熱量換算係数 

        Ｖ：冷温水の通過体積 (ｍ3)    △t：温度差 (℃) 

 

    Ａ：体積計量部 

     体積計量部は電磁式で、内面を絶縁材でライニングしたステンレス製パイプ 

     内(計測管)を熱媒体が通過すると、その流れに直角でパイプの外に配した励 

     磁コイルで発生させている磁界内を導体がよこぎることになり、流れと磁界 

     の双方に直角に配した電極に熱媒体の平均流速に比例した起電力が発生する。 

     変換器は、この起電力を用いて演算し流量信号(パルス信号)①を発信する。 

   Ｂ，Ｃ：温度センサー(送り側，返り側) 

         配管内を流れる冷温水の送り側，返り側に取り付けたそれぞれの温度センサ 

ーから、その温度に相当する電気信号②，③を出力します。 

   Ｄ：入力処理回路 

     送り側，返り側の温度センサーから電気信号②，③をうけて、温度に相当す 

る電気信号④を出力します。 

   Ｅ：マイクロプロセッサー 

     体積計量部からの流量信号①および温度信号④をうけて、熱量演算を行う 

とともに表示信号⑤を出力します。また、積算熱量信号(パルス信号または 

電文信号)⑥をオプションで出力できます。 

   Ｆ：液晶表示部 

     表示信号⑤をうけて、データ表示とともに、冷暖房の区別や流体の流れの状 

態をパイロット表示します。 

   Ｇ：出力回路 

     マイクロプロセッサーからの信号⑥をうけて、パルス出力(オープンドレイン) 

         または電文出力(積算熱量のみ)⑦を出力します。 

   Ｈ：電源回路 

     電磁式積算熱量計が演算するために必要な電源を供給します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ １１ 動作原理 
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■ １２ 外形寸法 

○Ａ保護管 (EP-05F 型) 

ウエハタイプ 

 (ライニング：エポキシ樹脂) 

 

ウエハタイプ 

 (ライニング：ふっ素樹脂) 

 

鋼管，ステンレス管用 

○Ｂ感温筒管 (EP10，EP20～40 型) 
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項  目 内  容 

型 式 TAV020*/ETS* TAV025*/ETS* TAV030*/ETS* TAV040*/ETS* 

口径【ｍｍ】 ２０ ２５ ３０ ４０ 

体
積

計
量
部 

定格最大流量 《qp》 【ｍ3/ｈ】 ６ １０ １５ ２５ 

定格最小流量《qi》 【ｍ3/ｈ】 ０.１２ ０.２ ０.３ ０.５ 

流量範囲 《qp/qi》 ５０ 

精度 
流量範囲 

【ｍ3/ｈ】 

０.１qp～qp ±(３＋０.０５×ｑｐ/ｑ)％ 

qi～０.１qp 未満 ±５％ 

ライニング 

(選択項目) 

□エポキシ樹脂 

流体温度範囲：０～＋４０℃ 

取り付け方法：ウエハタイプ(JIS10K/20K フランジの挟み込み接続) 

※計量法対応品であるため、冷房専用となります。 

□ふっ素樹脂 

流体温度範囲：０～＋１００℃ 

取り付け方法：ウエハタイプ(JIS10K/20K フランジの挟み込み接続) 

※計量法対応品であるため、冷暖兼用/暖房専用となります。 

使用最大許容圧力 
(選択項目) 

□１ＭＰａ、□２ＭＰａ 注４ 

流量信号ケーブルコード長さ 【ｍ】 ３ 

感
温

部
付
演

算
部 

入力信号 オープンコレクターパルス 

表示方式 液晶表示器 

表示内容 

積算熱量 (８桁)、積算流量 (７桁)、瞬時流量 (４桁)、 

送り温度 (３桁)、返り温度 (３桁)、温度差 (３桁)、 

瞬時熱量 (５桁) 

冷暖房表示 (冷房状態：冷房表示点灯・暖房状態：暖房表示点灯) 

表示最小単位 

積算熱量【ＭＪ】《Ａ》注 1 １ 

積算流量【ｍ3】《Ｃ》注 1 ０.００１ 

瞬時流量【ｍ3/ｈ】《ｄ》注 1 ０.０１ 

送り温度【℃】《Ｔ》注 1 １ 

返り温度【℃】《Ｔ》注 1 １ 

温度差【℃】《Ｅ》注 1 ０.１ 

瞬時熱量【ＭＪ/ｈ】《Ｈ》注 1 

 

１ 

最大温度差 (選択項目) □２０℃(冷房専用)、□８０℃(□冷暖兼用、□暖房専用) 

最小温度差 《△Ｔｍｉｎ》 ２℃ 

熱量演算しない温度差 (選択項目) 
□０.５℃以下および５０℃以上(冷房専用) 
□０.５℃以下および９９℃以上(□冷暖兼用、□暖房専用) 

精度 

最大温度差 

２０℃ 

温度差２℃以上～４℃未満 ± (１０.５＋△Ｔｍｉｎ／△Ｔ)％ 

温度差４℃以上～２０℃以下 ± (１＋４×△Ｔｍｉｎ／△Ｔ) ％ 

最大温度差 

８０℃ 

温度差２℃以上～４℃未満 ± (１０.５＋△Ｔｍｉｎ／△Ｔ)％ 

温度差４℃以上～８０℃以下 ± (１＋４×△Ｔｍｉｎ／△Ｔ) ％ 

温度センサーコード長さ 【ｍ】 ３ 

オ
プ
シ

ョ
ン 

出力信号 

 
 
( パ ル ス 出
力または電
文出力のい
ずれかを選
択) 

□パルス 
出力 

      注 2 

□積算 

  熱量 

冷房専用 １ＭＪ／Ｐ １０ＭＪ／Ｐ 

冷暖兼用 

暖房専用 

 

 

 

□１ＭＪ／Ｐ 

□１０ＭＪ／Ｐ 
１０ＭＪ／Ｐ 

オープンドレイン 容量：２５ＶＤＣ，２０ｍＡ以下、ＯＮ時間の幅：２５０±７０ｍｓ、ＯＮ抵抗：５０Ω 

□電文出力  注 3 

(8 ビット電文または U-Bus のいずれかを選択) 

□８ビット電文 

□Ｕ-Ｂｕｓ 

そ 
の
他 

電源 
１００Ｖ ＡＣ＋１０％,－１５％、５０／６０Ｈｚ (消費電力：約１ＶＡ) 

電源コード長さ：１.５ｍ 

停電時のバックアップ：通算５年間保持 注５ 

 周囲温湿度 －１０～＋５０℃、９３ＲＨ未満 (結露しないこと) 

質量 【約 kg】 ２.５ ３ ３.５ ４ 
注 1.Ａ･Ｃ･ｄ･Ｔ･Ｅ・Ｈは、液晶表示であらわされる表示項目の記号です。 
注 2.パルス出力は、上表の標準パルス単位の１０倍で出力することもできます。 
  ただし、パルス単位を１０倍にしますと、出力ＯＮ時間の幅は約１秒となります。 
注 3.電文の仕様については、お問い合わせください。 

注 4.１ＭＰａと２ＭＰａでは感温筒管(保護管)の耐圧は異なります。 
注 5.停電時は内部バッテリーにて、積算値などの内部データを保持します。 
 

■ １３ 仕様 

△Tmin：最小温度差 

△T：計量時の温度差 

ｑｐ：定格最大流量 

ｑ：計量時の流量 
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   (1) 性能を十分発揮するために定期的な点検をお勧めします。 

    定期点検項目 

     1)零点の点検 約１回／設置後および０.５～１年 

      体積計量部の上流側および下流側の仕切弁などを全閉した状 

      態で点検してください。なお、零点ずれ(停水中に流量を示 

      す)を確認した際には、体積計量部を配管から取り外し、管 

      内面部(ライニング部および電極部)の洗浄を行ってください。 

     2)配管ボルト、ナットの増締め 約２回／年 

      3)ライニング、電極の点検 

     ・測定流体に固い混入物がある場合 

     ・測定流体に付着しやすい混入物がある場合は電極表面に付着 

物が徐々に堆積する過程で「流量表示にフラツキ」が発生し 

たり、「ある一定の流量表示」になります。さらに堆積度合 

いが多くなると測定流体が電極に触れていない状態(計測不 

能状態)となり、「乾水マーク 」が表示されますので、付 

着物の洗浄の目安にしてください。 

・点検周期(０.５～３年)については使用実態に合わせて決め 

てください。 

     4)水漏れの点検 

     5)表示値の点検 

   

  (2) ご使用にならなくなった電磁式積算熱量計は、内蔵リチウム電池 

回収のため、当社最寄りの支店・営業所へお知らせいただくよう 

お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ １４ 保守 

注  意 

一般廃棄禁止 
内蔵電池が入ってますから、一般廃棄

ルートへは、絶対に捨てないでくださ

い。当社最寄りの支店・営業所へ必ず

ご返却ください。 
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●保証期間 

検定合格月から１年間は、当社の製造上の問題に起因することが明らかな故障について、 

無償で交換または修理いたします。 

 

●保証範囲 

本製品は万全の品質保証体制で製造しておりますが、正常な使用状態において保証期間内 

に当社製造責任による故障が生じた場合、修理または代替品の納入を無償でおこなわせていただきます。 

但し、故障した製品についての無償対応の適否は当社の調査結果によるものとします。 

また、以下の項目に該当する場合は、この保証範囲から除外させていただきます。 

 

１）カタログ、製品仕様書、取扱説明書などの記載事項に従わないで使用した場合の故障 

２）火災、地震、風水害、落雷などの災害および犯罪などの破損行為に起因する故障 

３）腐食環境下での使用による製品腐食に起因する故障 

４）犬、猫、ねずみ、昆虫などの生物の行為に起因する故障 

５）故障の原因が当社製品以外に起因する故障 

６）出荷当時の科学・技術水準で予見不可能であった故障 

７）当社または当社が指定したもの以外による修理や改造による故障 

８）不適当な点検や消耗部品の保守・交換に起因する故障 

 

なお、ここでいう保証は当社製品単体の保証を意味するもので、当社製品の故障から誘発 

されるお客様の損害（当社製品以外への損害・損傷、逸失利益、機会損失、輸送費用、工 

事費用など）につきましては、保証範囲外とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お願い：性能改善のため予告なく製品仕様を変更することがあります 

           のでご了承ください。なお古くなったカタログ・資料などは 

           新版をご請求いただくか、当社までお問い合わせください。 

 

■ １５ 保証とアフターサービス 

   安全に関するご注意 商品を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ず「取扱説明書」をよくお読みください。 

第 5 版 
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